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【成果の概要／宇波耕一】 

 

研究内容 

 本研究は，東地中海・中東地域において，当該地域への渡航，気象・水理・水文データの

収集を重要な研究手段としつつ，水資源開発をはじめとする人間の安全保障について数理

的に検討することを目的として実施したものである。課題名にあるイラク北部ニーナワー

平原に焦点を当てるが，京都大学の規定により現地へ渡航できなくなっているので，環境や

文化に共通点の多いヨルダンに設定した対照地域 5個所での活動を実施した。とくに，助成

金により，複合気象センサーなどを購入，ヨルダンへ渡航して設置し，詳細な気象・水理・

水文データを取得することができた。また，人文科学や応用数学の研究者，さらには，当該

地域のさまざまなステークホルダーとの協力体制を整備し，実質的な学際的協働を実施し

た。 

 

研究成果 

 主要な成果としては，当該地域の代表的農産物であるオリーブ，クローバー，ミントを対

象とし，環境，社会，生物生産の相互作用に関する非線型動態を深く考究した。すなわち，

観測データや数値実験にもとづいて構築した常微分方程式系モデルに対し，数理解析を行

った。その成果を取りまとめた原著論文 2編が出版された。さらに，水資源開発をはじめと

する人間の安全保障に関連するさまざまな現象を，交差・退化・特異拡散を含む準線型偏微

分方程式系を介して理解するという試みについては，文献渉猟，数理解析，数値実験を通じ

て強力に推進し，今後の研究課題を明確に抽出することができた。その一部である，浅水方

程式の進行波解については，助成金を用いてギリシアで行われた応用数学に関する国際会

議で公表し，また，2025年度以降の科研費課題として採択されるに至った。 

 

今後の展望 

 ニーナワー平原は，イラク北部の肥沃なステップ地帯にあり，イラク共和国政府が統治す

る乾燥した南西側砂漠地帯と，クルド自治区として事実上独立している降水が多い北東側

山岳地帯の，いわば政治的緩衝地帯にして風土の遷移帯となっている。直近（2013～2017 年）

の所謂イスラム国による侵攻に際しても戦場となったが，現在では復興が進みつつあり，気

候変動の顕在化と無計画な開発という新たな課題に直面している。このニーナワー平原に，

真に地域環境と調和した多元社会を築くことの一助として地下水涵養型の雨水ハーベスト

システムを展開すること構想しており，当該地域の研究者，行政，地域住民と緊密な協力関

係によって，分野横断的かつ学術的に新奇性のある研究を進めている。水理・水文過程，地

域社会の動態，水資源管理などの諸課題について，数理的な視点から俯瞰した複数の原著論

文を，評価の高い学術雑誌に投稿中，あるいは投稿準備中である。 


